
　
明
治
32（
１
８
９
９
）年
、
須
玖
岡
本
遺
跡

岡
本
地
区
の一角
で
、
家
を
建
て
る
手
伝
い
を

し
て
い
た
若
者
た
ち
が
、
邪
魔
に
な
っ
た
大
石

を
動
か
し
ま
し
た
。
そ
の
石
は
神
聖
視
さ
れ
て

お
り
、
石
の
下
に
は
何
か
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
の
で
、
周
囲
の
人
は
掘
る
こ
と
を
反
対
し

ま
し
た
が
、
若
者
た
ち
は
聞
か
ず
に
掘
り
始
め

ま
し
た
。
す
る
と
、
甕
棺
が
見
つ
か
り
、
そ
の

内
外
か
ら
は
銅
鏡
、
銅
剣
、
ガ
ラ
ス
玉
類
な
ど
、

　

市
の
中
央
に
あ
る
小
高
い
丘
で
あ
る
春
日

丘
陵
。
そ
の
北
部
と
周
辺
に
広
が
る
弥
生
時

代
の
遺
跡
が
須
玖
遺
跡
群
で
す
。
そ
の
規
模

は
、
南
北
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
１
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
北
は
福
岡
徳
洲
会
病
院
か
ら

南
は
大
谷
小
学
校
周
辺
ま
で
広
が
って
い
ま
す
。

住
居
跡
、
青
銅
器
工
房
、
墓
地
や
水
田
な
ど

の
約
70
の
遺
跡
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
く

巨
大
遺
跡
群
で
す
。

　
須
玖
岡
本
遺
跡
は
、
須
玖
遺
跡
群
の
北
部

に
あ
り
、
そ
の一部
は
奴
国
の
丘
歴
史
公
園
と

　今から約１８００〜２０００年前の福岡平野一帯には、「奴
な こ く

国」と呼ばれる有力な国がありまし
た。中国の歴史書である『後

ご か ん じ ょ

漢書』東
と う い で ん

夷伝には、倭
わのな こ く の お う

奴国王が後漢の皇帝から金印を授かったこ
とが記されています。
　奴国最大級の遺跡で、王都と思われるのが、春日市の「須玖遺跡群」。そしてその中核的な
遺跡が、岡本７丁目付近に広がる須玖岡本遺跡です。
　須玖岡本遺跡で見つかった王や王族の墓、当時の貴重品である青銅器を大量生産した工
房などについて紹介します。
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出
し
、
論
文
で
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

須
玖
岡
本
遺
跡
の
名
が
全
国
的
に
知
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
副
葬
品
は
散
逸
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
で
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
九
州
大
学
医
学
部
の
中な

か
や
ま山
平へ

い
じ次

郎ろ
う

博
士
に
よ
っ
て
、
発
見
時
の
関
係
者
へ
の
聞

き
取
り
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
、
副
葬
品
の
内

容
が
お
お
む
ね
明
ら
か
に
な
って
い
ま
す
。

　

研
究
者
に
よ
っ
て
見
解
は
異
な
り
ま
す
が
、

銅
鏡
30
面
前
後
、
銅ど

う
ほ
こ矛
、
銅
剣
、
銅ど

う
か戈
な
ど

が
10
本
程
度
、
ガ
ラ
ス
璧へ

き

、
ガ
ラ
ス
勾ま

が
た
ま玉
、

た
く
さ
ん
の
副
葬
品
が
壊
れ
た
状
態
で
出
土

し
ま
し
た
。

　
若
者
た
ち
は
、
た
た
り
を
恐
れ
て
掘
る
の
を

途
中
で
止
め
ま
し
た
。
敷
地
の
端
に
れ
ん
が
で

囲
み
を
作
り
、
そ
の
中
に
出
土
し
た
副
葬
品

を
納
め
、
動
か
し
た
大
石
を
乗
せ
て
元
の
状

態
に
戻
し
ま
し
た
。

　
や
が
て
、
こ
の
話
を
聞
い
た
研
究
者
た
ち
が
、

れ
ん
が
の
囲
み
を
壊
し
て
中
の
副
葬
品
を
取
り

し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
地
形
や

遺
跡
の
種
類
に
よ
っ
て
、
岡
本
地
区
、
坂
本

地
区
、
盤ば

ん
じ
ゃ
く石
地
区
、
岡
本
山
地
区
の
４
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
岡
本
地
区
は
王
や
王
族
の
墓

地
で
、
大
き
な
土
器
を
組
み
合
わ
せ
て
棺ひ

つ
ぎ

に
し

た
甕か

め
か
ん棺
な
ど
か
ら
は
高
い
比
率
で
青
銅
器
や

玉
な
ど
の
副
葬
品
が
出
土
し
ま
す
。

　
ま
た
、
坂
本
地
区
は「
奴
国
の
官
営
工
房
」

と
も
称
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
青
銅
器
を
つ
く
っ

た
こ
と
が
分
か
って
い
ま
す
。

ガ
ラ
ス
管く

だ
だ
ま玉
、
水す

い
ぎ
ん
し
ゅ

銀
朱
な
ど
お
び
た
だ
し
い
数

が
出
土
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
銅
鏡
は
全
て
中
国
製
の
前
漢
鏡
で
、

３
面
は
直
径
20
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
お

り
、
中
国
で
も
王
侯
ク
ラ
ス
の
副
葬
品
で
あ
る

大
型
鏡
で
し
た
。

　

璧
は
中
国
で
儀
礼
や
副
葬
品
に
使
用
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
中
国
か
ら
直
接
入
手
し
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
甕
棺
の
被
葬
者
は
、

中
国
の
皇
帝
か
ら
厚
遇
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ガ
ラ
ス
勾
玉
は
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
弥
生
時
代
最
大
級
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
甕
棺
墓
の
周
辺
に
は
他
の
墓
が
な
く
、

中
山
博
士
の
調
査
や
周
辺
の
地
形
か
ら
、
古

墳
の
よ
う
に
人
工
的
に
土
地
を
小
高
く
し
、

甕
棺
を
埋
め
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
弥
生
時

代
の
こ
の
よ
う
な
墓
は「
墳ふ

ん
き
ゅ
う
ぼ

丘
墓
」と
呼
ば
れ
、

当
時
の
有
力
者
の
墓
に
み
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
甕
棺
墓
は
、
同
時
代
の
各
地
の
遺
跡

と
比
較
し
て
も
、
副
葬
品
の
質
や
量
が
他
を

圧
倒
し
て
お
り
、「
奴
国
王
墓
」、「
須
玖
岡

本
王
墓
」な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
王
墓
の

時
期
は
、
副
葬
品
や
甕
棺
の
研
究
か
ら
紀
元

前
１
世
紀
後
半
で
、
西
暦
57
年
に
中
国
の
皇

帝
か
ら
金
印
を
授
か
っ
た
王
の
数
世
代
前
の
王

の
墓
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

須玖岡本遺跡

かつて、この地に王がいた
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王
墓
の
北
西
側
に
は
、
弥
生
時
代
の
墓
地

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
王
墓
よ
り
も
１
０
０
年

ほ
ど
古
い
も
の
か
ら
１
０
０
年
ほ
ど
新
し
い
も

の
ま
で
あ
り
、
高
い
比
率
で
副
葬
品
が
出
土

し
ま
す
。
弥
生
時
代
の
貴
重
品
で
あ
る
青
銅

器
な
ど
が
副
葬
さ
れ
、
墓
坑（
墓
穴
）は
通
常

よ
り
２
倍
以
上
あ
る
な
ど
、
埋
葬
方
法
が
手

厚
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
一般
的
な
墓
と
は

異
な
る
た
め
、
有
力
者
で
あ
る
王
族
が
埋
葬

さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
前
か
ら
銅
鏡
、
銅

剣
や
玉
類
な
ど
が
偶
然
見
つ
か
っ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
本
格
的
な
発
掘
調
査
は
、
昭
和
４

年
の
京
都
大
学
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
61
年
以
降
は
、春
日
市
が
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
須
玖
岡
本
遺
跡
岡
本
地
区
に
お
け

る
主
な
調
査
と
そ
の
成
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

● 

１
・
２
次
調
査（
昭
和
61
・
62
年
度
）

　

甕
棺
墓
か
ら
多
数
の
副
葬
品
が
出
土
し

ま
し
た
。

▼
15
号
甕
棺
墓
：
銅
剣（
写
真
①
）

▼
19
号
甕
棺
墓
：
ガ
ラ
ス
小
玉
１
２
６
９

個（
写
真
②
）

▼
20
号
甕
棺
墓
：
全
長
４
・
８
６
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
大
型
ガ
ラ
ス
勾
玉（
写
真

　
朝
鮮
半
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
青
銅
器
は
、

や
が
て
国
産
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
海
外
か
ら
の
原
料
の
調
達
や
技
術

者
の
確
保
が
必
要
な
た
め
、
有
力
な
集
落
で

し
か
生
産
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

春
日
北
小
学
校
の
南
側
に
位
置
す
る
須
玖

岡
本
遺
跡
坂
本
地
区（
写
真
⑨
）は「
奴
国
の

官
営
工
房
」と
呼
ば
れ
、
他
の
遺
跡
で
は
見
ら

れ
な
い
よ
う
な
多
く
の
工
房
跡
や
青
銅
器
生

産
に
関
係
す
る
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
坂
本
地
区
に
は
ハ
イ
テ
ク
技
術
を
使
っ

た
青
銅
器
の
工
業
地
帯
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
工
房
域
は
３
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と

推
測
で
き
ま
す
。
周
囲
に
直
径
10
メ
ー
ト
ル

程
度
の
溝
が
巡
り
、
複
数
の
工
房
が
溝
で
つ
な

　
副
葬
品
な
ど
の
出
土
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
７
号
甕
棺
墓
：
鉄
剣（
写
真
⑤
）

▼
10
号
甕
棺
墓
：
下
甕
の
大
き
さ
は
須
玖

遺
跡
群
で
最
大
級

▼
12
号
甕
棺
墓
：
鉄
矛（
写
真
⑥
）

※
７
・
10
・
12
号
甕
棺
墓
の
棺
内
に
は
、

当
時
貴
重
品
で
あ
っ
た
水
銀
朱
が
施
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

● 

20
次
調
査（
平
成
26
・
27
年
度
）

　
４
号
甕
棺
墓
は
、
墓
坑
が
５
・
２
×
３
・

９
メ
ー
ト
ル
と
巨
大
で
、
王
墓
よ
り
も
古
い

時
期
の
甕
棺
で
し
た
。
青
銅
製
把は

と
う
し
ょ
く

頭
飾（
剣

を
手
で
握
る
部
分
の
飾
り
）（
写
真
⑦
）と
銅

剣（
写
真
⑧
）が
副
葬
さ
れ
、
水
銀
朱
や
歯

な
ど
も
出
土
し
ま
し
た
。
歯
か
ら
は
、
被

葬
者
が
成
年（
20
～
40
歳
)だ
と
分
か
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、

王
墓
な
ど
の
他
に
も
新
た
な
墳
丘
墓
が
あ
る

可
能
性
も
出
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
未
発
見
の
王
た
ち
が
居
住
し
た

場
所
は
、
王
墓
、
王
族
墓
や
官
営
工
房（
坂

本
地
区
）の
隣
接
地
で
あ
る
須
玖
坂
本
Ｂ
遺
跡

（
現
在
の
春
日
北
小
学
校
内
）が
有
力
候
補
で

す
。
そ
こ
に
は
、
王
宮
や
市
場
な
ど
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
小
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
に
、
少

し
ず
つ
発
掘
調
査
を
行
って
い
ま
す
。
新
た
な

発
見
が
あ
っ
た
時
は
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
ど
の
青
銅
器
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
初
め
は

個
人
の
権
威
の
象
徴
や
武
器
と
し
て
つ
く
ら
れ

た
銅
矛
は
、
や
が
て
集
団
の
祭
器
に
変
化
し

ま
す
。
こ
の
地
で
つ
く
ら
れ
た
銅
矛
な
ど
は
、

福
岡
平
野
だ
け
で
な
く
、
九
州
、
中
国
・
四

国
や
、
対
馬
、
朝
鮮
半
島
南
部
に
ま
で
も
た
ら

さ
れ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
か
ら
、
坂
本
地
区

以
前
の
青
銅
器
工
房
は
点
在
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
青
銅
器
を
大
量
生
産
し
、
遠
方
ま
で
供

給
す
る
た
め
に
、一括
管
理
し
や
す
い
よ
う
に

新
た
に
坂
本
地
区
周
辺
に
青
銅
器
工
房
が
集

約
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
背
景

に
は
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
、
す
な
わ
ち
奴
国
王
の

存
在
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

須
玖
岡
本
遺
跡
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
須
玖
岡
本
遺
跡
」
を
、

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
よ
り
専
門
的
に
知
り
た
い
人
は
、
須
玖
岡

本
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
を
同
資
料
館
ま

た
は
市
民
図
書
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
報
告
書
は
奈
良
文
化
財
研
究
所

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
全
国
遺
跡
報
告
総
覧
」で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
）と
ガ
ラ
ス
小
玉
８
２
４
点
以
上（
写

真
④
）

※
19
・
20
号
甕
棺
墓
は
王
墓
よ
り
新
し
い

時
期
の
甕
棺
墓
で
、
ガ
ラ
ス
勾
玉
は
王

墓
出
土
品
と
似
た
大
き
さ
で
し
た
。

● 

７
次
調
査（
平
成
２
年
度
）

　

王
墓
で
推
定
さ
れ
た
墳
丘
墓
が
初
め
て

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
墳
丘
は
ほ
と

ん
ど
残
って
い
ま
せ
ん
が
、
墳
丘
墓
の
平
面

は
18
×
30
メ
ー
ト
ル
程
度
の
長
方
形
、
高
さ

は
２
メ
ー
ト
ル
以
上
と
推
測
で
き
ま
す
。
時

期
は
、
出
土
し
た
甕
棺
や
土
器
か
ら
王
墓

よ
り
や
や
古
い
時
期
に
造
ら
れ
、
そ
の
後
し

ば
ら
く
の
間
は
埋
葬
に
使
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
溝
は
、
工
房
の
排
水
や

除
湿
の
た
め
の
工
夫
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

発
掘
調
査
か
ら
、
工
房
が
何
度
も
建
て
替
え

ら
れ
、
周
囲
の
溝
も
掘
り
直
さ
れ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

青
銅
器
工
房
や
そ
の
周
辺
か
ら
は
、
お
び

た
だ
し
い
数
の
青
銅
器
生
産
に
関
係
す
る
遺

物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
青
銅
器
を
つ
く
る
た

め
の
型
は
鋳
型
と
い
い
、
石
製
で
矛
、
剣
、
戈
、

鏃や
じ
り

な
ど
の
武
器
や
小
形
鏡
、
小
銅ど

う
た
く鐸
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
完
形
品
の
銅ど

う
ぞ
く鏃
鋳
型（
写
真
⑩
）

は
、
一度
に
49
個
の
銅
鏃
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
、
弥
生
時
代
の
青
銅
器
生
産
の
技
術
の
高

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
坂
本
地
区
で
は
、
１
～
２
世
紀
の
間
、
銅ど

う
ほ
こ矛

王
族
墓
と
副
葬
品

　

発
掘
調
査
や
展
示
に
携
わ
っ
て
き
た

文
化
財
技
師
が
、
須
玖
岡
本
遺
跡
の

墳
墓
や
青
銅
器
生
産
を
中
心
に
解
説

し
ま
す
。

日
時　
３
月
8
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
同
資
料
館
研
修
室

内
容

▽
須
玖
岡
本
遺
跡
に
葬
ら
れ
た
人
た
ち

▽
須
玖
岡
本
遺
跡
の
青
銅
器
生
産

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

2
月
3
日
㈪
～
３
月
7

日
㈮
に
窓
口
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

nakoku@
city.kasuga.fukuok 

a.jp１
０
１
５
３
4
８

青
銅
器
の
大
量
生
産

新
た
な
発
見
の
可
能
性

も
っ
と
知
り
た
く
な
っ
た
ら

▲⑨坂本地区の青銅器工房跡

▲⑩銅鏃鋳型（表裏）

▲須玖坂本Ｂ遺跡の想像図

▲王族墓の副葬品
①銅剣　②ガラス小玉　③ガラス勾玉
④ガラス小玉　⑤鉄剣　⑥鉄矛
⑦青銅製把頭飾　⑧銅剣

③

④

①

⑤

⑥

②

⑦

⑧

歴 史 講 座 
こ
こ
ま
で
わ
かっ
た

 

須
玖
岡
本
遺
跡
‼
︎
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